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　１．組織の概要

　　　（１） 事業所名

株式会社 ヒノックス

　　　（２） 所在地

〒１９３－０８３５　東京都八王子市千人町２丁目１２番５号

　　　（３） 代表者

代表取締役　   澤井　功　

　　　（４） 管理責任者

環境管理責任者　    西村　幸男　(営業課)

　　　（５） 連絡先

ＴＥＬ：０４２－６６５－３９９１(代表)
ＦＡＸ：０４２－６６５－２２２３
ＵＲＬ：http://www.hinox.co.jp/

　　　（６） 事業の概要

電源機器(産業用スイッチング電源)及び情報システム機器(情報伝送装置、モデム
及び監視制御装置等)の開発・設計・製造・販売及び付帯サービス

　　　（７） 事業規模
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床面積 １，６０６㎥ １，６０６㎥ １，６０６㎥

年度 ２０１５年度 ２０１６年度 ２０１７年度
売上金額 １１億３３00万円 7億8400万円 7億6400万円
従業員数 ４０名 ４０名 ４２名

２．取組の範囲・対象組織 



　　　（１） 認証・登録番号　　（エコアクション２１）

００００４０４

　　　（２） 登録範囲 

株式会社ヒノックス(含む構内外注：有限会社北斗電子工業）

　　　（３） レポートの対象期間

２０１７年４月１日～２０１８年３月３１日

　　　（４） レポートの発行日

２０１８年８月１日

　　　（５） 対象組織

　澤井　功

　西村　幸男

※技術本部長は社長が兼務

 (１名)

(１３名）

（計５８名）
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ハードウェア 購買課 受入払出係

神戸　祐子 総務係 環境負荷削減責任者、グリーン購入推進

西村　幸男 営業課 環境管理責任者、全体の把握・構築・運用、社長に報告

庄司　明 品質管理課 環境緊急事態対応責任者 (緊急時の窓口)

紺野 陽一郎 受入払出係 特別管理産業廃棄物管理責任者

役　　　割

澤井　功 代表取締役 全体の統括、環境方針の設定、全体の評価と見直し

構内生産委託購買先

(１６名)

氏　名 所　属

（有）北斗電子

(３名) 庄司　明

緊急時

環境管理責任者

総務係

社　長

技術本部

(６名) (４名) (３名) (４名) (４名) (４名)

営業課 品質管理課ソフトウェア 生産管理課

認証番号0000404 

２．取組の範囲・対象組織 

３．環境方針 



　　　当社は、主に情報通信及びパワーエレクトロニクスの分野
　　における独立したメーカーとして、業界に信頼されることを
　　目指して、環境方針を定めて誓約し、全従業員に説明し、掲
　　示し、周知徹底し、実行維持する。

　　１．事業活動で使用する資源やエネルギー消費量を削減する。

　　２．事業活動から排出される二酸化炭素の排出量の削減及び
　　　　廃棄物排出の抑制、再使用、再生利用を推進する。

　　３．生物の多様性に及ぼす影響の低減及び持続可能な社会の
　　　　構築に貢献拡大するために、地球温暖化に係わる事項を
　　　　把握して温暖化防止に取組む。

　　４．グリーン購入、環境に配慮した物品等の購入、使用を推
　　　　進する。

　　５．環境保全に関連する法規制等の遵守を誓約する。

２０１7年４月１日
株式会社 ヒノックス
代表取締役　澤井 功
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基本理念

行動指針

３．環境方針 

４．環境目標 



　　　（１） 基準値設定（２０１６年度実績）

　　　（２） 中長期目標
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㎥

目標値 総額 84% 85% 86%円

水使用量

kg

前年比

二酸化炭素排出量

グリーン購入

梱包材購入量 kg

kg-CO2 前年比 -2% -1% -1%

削減量 -43

使用電力量 前年比 -2% -1% -1%Kwh

購入品総額 購入品総額購入品総額

-2% -1% -1%

前年比 -2% -1% -1%

157

削減量

台数

前年比 -2% -1% -1%

総量 2,087 2,066

廃棄物排出量

オーバーホール受注台数 157(台)

梱包材購入量

使用電力量

ガソリン使用量

91,278(kg-CO2)

186,462(kwh)

1,247(ℓ)

項目

3,279(kg)

コピー用紙購入量
-12 -6 -6

コピー用紙購入量

2,130(kg)

590(kg)

二酸化炭素排出量

２０１６年度基準

水使用量

前年比 -2% -1% -1%kg廃棄物排出量

２０１７年度 ２０１8年度

-25 -12 -12
オーバーホール 受注

受注台数 目標値

総量 499 494 489

ガソリン使用量

157 157

削減量 -10 -5 -5

総量 182,733 180,906 179,097
削減量 -3,729 -1,827 -1,809
総量 1,222 1,210 1,198

ℓ

目標値 同等 同等 同等

-21
総量 89,452 88,557 87,671

削減量 -1,826 -895 -886

-21
2,045

578総量 572

総量実績値

総量 3,213 3,181 3,149
削減量 -66 -32 -32

２０１9年度環境目標項目

509(㎥)

グリーン購入 購入比率80％以上

前年比 -2% -1% -1%
566

削減量

４．環境目標 

５．環境計画 



２．省エネルギー

３．二酸化炭素排出量の削減

ea21 Report 2017  -５-

日常

夏冬

日常

日常

②蛍光灯のプルスイッチによる間引き、清掃

③ｴｱｺﾝの温度設定(冷房28℃ 暖房20℃)、空調の使用

日常

４．水使用量の削減

日常

日常

日常

日常

日常

日常

①節電の啓発および省エネ(設備の確認)

④扇風機、ロールカーテン、ブラインドの活用

⑤事業活動において使用する設備(未使用時オフ)

水使用量

オーバーホール

②生活用水以外は洗車など使用を控える

①蛇口付近に節水の表示(自動水栓)

⑥設備の電気使用量確認

ガソリン使用量

購入量

①エコドライブ(急発進、急加速、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ)

②用途に合わせて公共交通機関の優先利用

①製品のオーバーホール営業活動

②経年劣化部品を交換して可能な限り再使用

日常

②裏紙の使用、電子化、ペーパーレス化 日常

①梱包材の見直し

②梱包材の再使用、再生利用の推進

①両面印刷、両面コピーの推進、ミスコピー防止

②削減の推進

①分別、再徹底

項　　目 ２　０　１　7　年　度　活　動　内　容

日常

日常

日常

日常

コピー用紙１．廃棄物排出量の削減

不燃・可燃ゴミ

使用電力量

梱包材

５．グリーン購入の推進

日常

③ﾄｲﾚに音発生器「音消し」による無駄な水削減 日常

①グリーン購入品の推進 日常

②購入品目の拡大 日常

③コスト把握で効果を計る 日常

５．環境計画 

６．環境目標の実績 



購入品総額

＊ 二酸化炭素の排出係数
　 東京電力の調整後排出係数 ＝基準：2016年度　0.474(kg-CO2/kWh)　　

実績：2017年度　0.474(kg-CO2/kWh)
＊ グリーン購入の実績　※グリーン購入比率(%)=グリーン購入額(\)／購入品総額(\)
＊ 評価＝○ 目標達成（5%以内） ／ 評価＝△ まずまず （6%～10％）／

評価＝× 未達成（10%以上）
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－

157

-1,826 (-2%)削減量

総量

削減量

総量

○
170

+13

削減量

－

1,247

－

－

総量

－

-25 (-2%)

196,698

+10,236(+5%)

-28(-5%)

総量

186,462 182,733

総量

－

-43 (-2%)

91,278

コピー用紙購入量

-66 (-2%)

水使用量

グリーン購入
購入比率
84%以上

4,104

+825(+25%)

3,279 3,213

環境目標項目 基準値 ２０１7年度目標
２０１7年度

評価

円

㎥
削減量

－

-3,729 (-2%)

G購入額 221,843
G購入額

509

1,222

削減量

590 578

(90%) ○
購入品総額 247,626

kg

kg

総量

増減

89,452

-12 (-2%)削減量

総量

削減量 －

＝

梱包材購入量

二酸化炭素排出量

使用電力量

ガソリン使用量

×

×
1,455

+208(+17%)

実績

×

台数

廃棄物排出量

○
562

2,418

+288(+14%)

kg

△
96,613

+5,335(+6%)

○
501

-8(-2%)

(89.3%)

194,352

499

217,675

-10 (-2%)

kg-CO2

Kwh

ℓ

オーバーホール
総量

2,130 2,087

１５７
(同等)

○

６．環境目標の実績 

 

◎本年度は大型な盤物が増加したために、廃棄物排出量、梱包材購入量など増加傾向となりました。 

 その中で、使用電力量、水使用量などは全社員の協力の成果が現れました。次年度は未達成の 

 項目はもとより、全ての項目達成に向けて努力してまいります。 



評価＝○ 目標達成
評価＝△ まずまず
評価＝× 未達成

◇不燃・可燃ゴミ

① 分別の再徹底
② 削減の推進

　●取組結果とその評価 廃棄物総量基準値   〔３，２７９ｋｇ〕
廃棄物総量目標値　〔３，２１３ｋｇ以下〕
廃棄物総量実績値　〔４，１０４ｋｇ〕

評価＝【　×　】　　基準値より２５％（８２５ｋg）増加

　　廃棄物排出量は、基準値より27％（891ｋｇ）増加となりました。
　この要因は、大型な盤物の受注増加による購入品の廃棄物と、外注先からの廃棄物を引き取り
　廃棄した分で増加しました。
　

　●次年度の取組内容

　 次年度もゴミ分別の徹底、引き続き購入品の廃棄物排出量削減を推進いたします。
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　７．環境計画の取組結果とその評価、　

（１）廃棄物排出量の削減

次年度の取組内容 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 268 536 803 1,071 1,339 1,607 1,874 2,142 2,410 2,678 2,946 3,213

実績累計 367 791 1,018 1,336 1,487 2,166 2,568 2,993 3,354 3,632 3,813 4,104

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

廃棄物排出量   目標：98％  実績：125％ 

4,795  

3,279  

4,104  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2015 2016 2017

年度別実績 

(kg) 



◇コピー用紙購入量

①両面印刷、両面コピーの推進
②裏紙の使用

　●取組結果とその評価 コピー用紙総量基準値 　〔５９０ｋｇ〕
コピー用紙総量目標値　 〔５７８ｋｇ以下〕
コピー用紙総量実績値 　〔５６２ｋｇ〕

評価＝【　〇　】　　基準値より５％（２８ｋｇ）減少

　　コピー用紙購入量は、基準値より５％（２８ｋｇ）減少しました。
　この要因は、２月３月の生産分による添付資料の減少によりコピー用紙使用量が減少しました。

　●次年度の取組内容

　前年度同様に文書の電子化、裏紙の使用と両面印刷、両面コピーの取組を推進いたします。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 48 96 145 193 241 289 337 385 434 482 530 578

実績累計 52 122 198 238 258 318 378 410 450 490 510 562
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◇梱包材購入量

①梱包材の見直し
②梱包材の再使用、再生利用の推進

　●取組結果とその評価 梱包材総量基準値　 〔２，１３０ｋｇ〕
梱包材総量目標値 　〔２，０８７ｋｇ以下〕
梱包材総量実績値　 〔２，４１８ｋｇ〕

評価＝【　×　】　　基準値より１４％（２８８ｋｇ）増加

梱包材購入量 目標：98％以下　　実績：５７％

　　　梱包材購入量は基準値より１４％（２８８ｋｇ）増加しました。
　　この要因は、大型な盤物の受注増加による梱包材の購入量の増加が影響しました。

　●次年度の取組内容

 　　梱包材の見直しや梱包材の再使用、再生利用を推進いたします。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 174 348 522 696 870 1,044 1,218 1,392 1,566 1,740 1,914 2,088

実績累計 258 734 936 1,291 1,405 1,553 1,643 1,861 2,068 2,170 2,259 2,417
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梱包材購入量 目標：９８％ 実績：113％ 
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①節電の啓発 ④扇風機、ロールカーテン、ブラインドの活用
②蛍光灯のプルスイッチによる間引き ⑤事業活動において使用する設備 (未使用時オフ)
③エアコンの設定 (冷房２８℃　暖房２０℃)　⑥設備の使用電力確認

製造設備（年間使用量） 季節設備(年間使用量）

　●取組結果とその評価 使用電力総量基準値　 〔１８６，４６２ｋｗｈ〕
使用電力総量目標値 　〔１８２，７３３ｋｗｈ以下〕
使用電力総量実績値 　〔１９６，６９８ｋｗｈ〕

評価＝【　〇　】　　基準値より５％（１０，２３６ｋｗｈ）増加

使用電力量 目標：98％以下　　実績：９３％

　　　使用電力量は、基準値より５％（１０，２３６ｋｗｈ）増加しました。
　　使用電力量の５％増は、夏期の猛暑などを考えると全社員の節電の意識、効果が表れた結果
　　だと考えられます。

　●次年度の取組内容

　 　 各設備の使用電力量の確認、見直しを行い、無駄な使用エネルギーを削減いたします。
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◇使用電力量

リフロー １６，４５０ｋｗｈ 加湿器 ６，６５０ｋｗｈ
はんだ槽 １，６５０ｋｗｈ エアコン ２７，８５０ｋｗｈ

（２）省エネルギー

除湿器 ２４，０３０ｋｗｈ

コンプレッサー ３，９２０ｋｗｈ 年間使用量合計 ８０，５５０ｋｗｈ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 15,22830,45545,68360,91176,13991,366106,59121,82137,05152,27167,50182,73

実績累計 13,95626,05842,54858,87277,14995,182110,10125,81143,36159,69180,70196,69
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◇ガソリン

①エコドライブ (急発進、急加速、アイドリングストップ)
②用途に合わせて公共交通機関の優先利用

　●取組結果とその評価 ガソリン総使用量基準値　 〔１，２４７ℓ〕
ガソリン総使用量目標値 　〔１，２２２ℓ〕以下
ガソリン総使用量実績値 　〔１，４５５ℓ〕

評価＝【　×　】　　基準値より１７％（２０８ℓ）増加

ガソリン使用量 目標：98％以下　　実績：５５％

　　　ガソリン使用量は、基準値より１７％（２０８ℓ）増加しました。
　　この主な要因は、大型な盤物の受注増加に伴い納品、購買先への受渡などが重なりこのような
　　結果になりました。

　●次年度の取組内容

　　　引き続き用途に合わせて公共交通機関の優先利用とエコドライブを推進いたします。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 102 204 305 407 509 611 713 815 916 1,018 1,120 1,222

実績累計 135 281 437 559 656 804 977 1,129 1,216 1,299 1,397 1,455
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　●取組結果とその評価 二酸化炭素排出量基準値 　〔９１,２７８kg-CO2〕
二酸化炭素排出量目標値    〔８９,４５２kg-CO2〕以下
二酸化炭素排出量実績値    〔９６,６１３kg-CO2〕

評価＝【　△　】　　基準値より６％（５，３３５kg-CO2）増加

　二酸化炭素排出量は、基準値より６％（５，３３５kg-CO2）増加しました。
この要因は、使用電力量の増加は元より、ガソリンの使用量の増加も影響しこのような
結果となりました。

　●次年度の取組内容

 　引き続き必要な使用電力以外は、使用を控え削減いたします。
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◇オーバーホール

①製品のオーバーホール営業活動
②経年劣化部品を交換して可能な限り再使用

　●取組結果とその評価 オーバーホール受注台数基準/目標　〔１５７台〕同等
オーバーホール受注台数実績　　     〔１７０台〕

評価＝【　〇　】　　基準/目標より（１３台）受注増

ＯＨ対応等による受注台数 実績：１７０台

　　　オーバーホールの受注台数は、基準/目標より１３台増加しました。
　　2017年度は昨年度と比べオーバーホール製品の更新件数が増加傾向にありました。

　●次年度の取組内容

  　　オーバーホールの受注活動や、経年劣化部品を交換して可能な限り再使用する
  　活動を継続いたします。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 13 26 39 52 65 78 91 104 117 130 143 157

実績累計 2 4 8 17 26 28 44 70 122 149 153 170
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◇水使用量

①蛇口付近に節水の表示
②生活用水以外は洗車など使用を控える
③トイレに音発生器「音消し」による無駄な水削減

　●取組結果とその評価 水総使用量基準値　 〔５０９㎥〕
水総使用量目標値　 〔４９９㎥〕以下
水総使用量実績値　 〔５０１㎥〕

評価＝【　〇　】　　基準値より１.６％（8㎥）削減

水使用量 目標：98％以下　　実績：98.5％

　  水使用量は、目標とほぼ同等の削減となりました。
  この主な要因は、全社的な節水（トイレ・手洗い・洗車）への協力が数字となりました。

　●次年度の取組内容

　  　必要な生活用水以外、トイレの複数回流しや洗車など使用を控えるように推進いたします。
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（４）水使用量の削減

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標累計 42 83 125 166 208 249 291 333 374 416 457 499

実績累計 44 88 137 185 226 266 308 349 388 427 464 501
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◇グリーン購入の推進

①グリーン購入品の推進
②購入品目の拡大
③コスト把握で効果を計る

　●取組結果とその評価 購入総額 ￥２１７，６７５-
グリーン購入額 ￥１９４，３５２-

 目標：８４％以上
 実績：８９．３％　(購入比率）

評価＝【　○　】　　目標値より５．３％購入拡大

＜グリーン購入実績＞

評価＝○　　目標達成

　　　グリーン購入の推進として、本年度も昨年度同様に実績も８９．３％となりました。
　　なお、購入品目のコスト面もしっかり把握が出来ました。

　●次年度の取組内容

　　　グリーン購入品目の拡大と除外品の削減に取組みます。
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（５）グリーン購入

グリーン購入額 
89.3% 

適用外 
10.7% 



・インプット

　　2017年度は、電力・ガソリンの使用量が増加しました。その中でコピー用紙の使用量は減少し
　水の使用量も減少するような結果となりました。

・アウトプット

　2017年度の温室効果ガス総排出量は前年度比6％の増加となりました。

調達材料 製品

・電子部品 21,437kg ・電子機器製品 23,274kg
・機構部品 3,271kg

廃棄物
製造調達

・特別管理産業廃棄物
・半田　 142.5kg (リサイクル)
・フラックス 28kg ・廃液 294kg
・ＩＰＡ 368ℓ (IPA、フラックス)

・産業廃棄物(リサイクル)
紙／梱包材 ・金属 101kg

・複合物 567kg
・コピー用紙 562kg ・廃プラ 627kg
・梱包材

(段ボール) 2,418kg ・一般廃棄物
・段ボール 1,365kg
・一般紙 655kg
・空き缶類 72kg

エネルギー ・その他可燃 422kg

・使用電力 196,698kwh ・CO2排出量 96t-CO2
・ガソリン 1,455ℓ ・排水(生活用水) 501㎥
・水(上下) 501㎥
・太陽光発電 12,993kwh

◇太陽光発電

２０１７年度の年間太陽光発電積算量は、
２２,８９７kwhとなりました。
少量ながらも温室効果ガスの排出量削減と
長期的な発電効果がでてきました。

弊社ビル屋上へ設置の太陽光パネルです。
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2017年度のインップット 2017年度のアウトプット
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（７）その他の取組



◇環境情報の掲示

環境方針、環境目標を掲示。
環境目標計測グラフは集計後に貼り換えて掲示。

◇取引先廃棄物会社の視察　　　　　　　　　　　　　

特管産廃管理責任者の同行にて産廃処理会社の視察を行いました。

◇地域周辺との環境コミュニケーション活動

近隣の浅川土手沿いのゴミ拾い、美化活動に取組みました。 地域の防災訓練へ参加しました。

◇環境上の緊急事態の訓練 ◇生物の多様性の保全（鳥獣の保護）

緊急事態に備えての確認、訓練を実施しました。 ツバメが２羽が無事に巣立ちました。
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◆保管基準

・掲示板：60cm角以上

(種類、氏名、連絡先)

◆委託契約 ・特別管理産業廃棄物 ・産廃：委託業者と再契約

・産業収集、 ・特管：委託業者と継契約

特別産廃収集運搬業者

◆特別管理産業廃棄物管理責任者 ・特別管理産業廃棄物

の設置 　管理責任者(受入払出係)

◆ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ交付、知事提出、写し保管

◆温室効果ｶﾞｽ抑制措置、計画、公表 ・環境活動ﾚﾎﾟｰﾄHP公表

◆国、地方公共団体施策への協力 ・環境省施策に協力

◆環境物品の購入 ・ｺﾋﾟｰ用紙(文具等) ・環境物品購入と使用

◆危険物取扱

 　・製造所、貯蔵所、取扱所以外

の取扱禁止

◆貯蔵、取扱基準順守

 　・危険物政令、危険物試行規則

◆生物多様性に及ぼす影響の ・太陽光発電、緑化 ・環境方針の行動指針に

　低減、維持可能な利用の努力 ・河川などの清掃 　温暖化防止の取組追加

・鳥獣の保護 ・環境活動ﾚﾎﾟｰﾄHP公表

　当社が適用する環境関連法規制について、環境マニュアルに規定する「環境関連法規制・条例・
その他の規制登録表」により2017年4月1日から2018年3月31日までの状況を確認した結果、
違反及び訴訟等は有りませんでした。また、関連機関からの指摘も有りませんでした。
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○生物多様性基本法

温対法

消防法

ｸﾞﾘｰﾝ購入法

廃棄物処理法

遵守状況確認要求事項法令・条約等 評価担当確認日

・貯蔵所、作業場所で取扱 ○環責17.07.20

○17.07.20

17.07.20

17.07.20

・基準遵守

 (IPA<ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ>鉛半田）

環責

○

○環責17.07.20

環責

○

環責 ○

17.07.20 環責 ○

17.07.20 環責

環責

環責 ○

17.07.20 環責 ○

17.07.20 環責 ○

17.07.20

○

・飛散等防止
(飛散、流出、浸透、悪臭)

・衛生管理
(害虫発生防止)

・掲示板
(産廃、特菅、保管場所)

・飛散等防止
(保管場所)

・害虫発生防止
(保管場所)

・産業廃棄物管理交付等

状況報告書

17.07.20 環責

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

17.07.20

　８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び　

（２）違反、訴訟等の有無

適用施設・物質等

　　　(金属、廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ)

      ・使用電力量

      ・ｶﾞｿﾘﾝ使用量

       ・IPA(第4類引火性液体)

指定数量(400ℓ)以下の為

　　 非該当

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

９．代表者による全体評価と見直しの結果 



　今年度の結果は、売上金額が前年度なみだったのに対して目標を達成できなかった項目
が増加した。これは、受注物件の内容による影響が大きかったと判断できる。
受注物件内容の影響がある項目以外では、エコ活動の成果が反映された結果となっている。
　また、クランプ式無線電力計を購入したが、有効な使用方法の検討中にとどまった。

　次年度の売上は今年度より幾分の増加が予想される。
2018年度の目標値は今までの2％から1％に引き下げたことで、現実的な目標値となると
考えられる。さらに、今後の中長期目標値を当面1％とする。
　また、クランプ式無線電力計の有効活用の方法を引き続き検討し、測定を実施する。

２０１8年7月20日
株式会社 ヒノックス
代表取締役　澤井 功

平成27年に10年継続
記念の盾を戴きました。

２００５年度より、当社ホームページで開示。　　アドレスは　↓↓

URL: http://www.hinox.co.jp/ecoaction/

または、エコアクション２１中央事務局ホームページの環境レポートは　↓↓

URL: http://www.ea21.jp/list/pdfn/0000404.pdf

以上

ea21 Report 2017  -１９-

全体評価

次年度の取組

９．代表者による全体評価と見直しの結果 
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